
親愛なる ムス リムの 皆様。 ムス リムの 道徳的 
人格に ふさわしくない、 アツ ラー、 預言者、 そし 
てよ い 人々 の 位階に おいて 人の 価値を 失墜させる 
否定的な 要素の 最 たる ものが、 うぬぼれと 呼ばれ 
る 悪い 性質です。 ク ルアー ン では うぬぼれ という 
概念が、 「人が 偉大で ある ふりを する こと、 自ら 
を 他者よりも 優れてい ると 見なす こと」 、より 固 
有の 意味と しては 「信仰を 持たない 人が ムス リム 
を 軽視し 彼らの 信じる ところを 信じようと しない 
こと、 彼らが 行く 道を 行かない こと」 という 意味 
で 用いられて います。 クル 
アーン によって 明らかにさ 
れ ている ところに よるなら、 

最初は シャイ ターンが 自ら 
をアー ダム さまよりも 優れ 
ている と 主張し、 アツ ラー 
の 命令に 逆らいました。 ま 
た そのこと によって アツ ラ 
一の 慈悲から 遠ざけられる 
ことに もな りました。 

イ ス ラームの 信仰に よ 
ると、 真の 意味で 偉大で あ 
り 崇高で あられる のはた だ アツ ラーな のです。 だ 
から しもべが うぬぼれる ことは、 アツ ラーに 対す 
る 不敬な のです。 うぬぼれは、 人の 公正、 慈しみ、 
愛情と いった 優れた 感情を だめに し、 判断の 基準 
を 壊す もので あり、 ク ルアー ン では 「このように 
アツ ラーは、 凡ての 高慢で 暴 逆な 者の 心を 封 じら 
れ る。」 （ガー フィル 章 第 35 節） と 述べられて 
いるので す。 

有名な イス ラーム 学者の アルー マヴワ ルディ 
はこの 点に ついて 要約す ると 次の よう に 述べて い 
ます。 「うぬぼれは 全ての 悪のう ち、 最も 危険な 
ものである。 うぬぼれを 抱く 人々 の 間では 憎悪が 
生じる。 社会の 調和を 壊し、 親友たち の 心に 憎し 
みを もたらす。 だから 預言者 ムハンマド （彼の 上 
に 平安が あります ように） は 「心に ほんの わずか 
でもう ぬ ぼれ が ある 人は 天国に 入る こと がで きな 
い」 と 仰せられて いるので す。 イマーム •ガザ ー 
リーは 不滅の 作品 「IhySu uIGmrd - dTn 」 で、 


この ハ デ イースに ついて 言及した あと、 次の よう 
な 解説を しています。 「う ぬ ぼれ は 天国へ 入る こ 
との 妨げと なる。 なぜなら うぬぼれを 持つ 人は、 
自らの ために 愛する もの、 自らの ために 求める も 
のを 教えの 兄弟たち のために 愛し、 求める ことが 
ない。 自己中心 的で ある ことから、 憎悪、 怒り、 
妬み とった 感情から 自 らを 救う こと もで きない。 
真実を 承認せ ず、 役に立つ 警告を 忍耐して 聞く こ 
とがで きない。 誰の こと も 気に入らない。 うぬ ぼ 
れた 人は g ら を 常に 立派で 優れてい ると 見な して 

いるた め、 この 偽り の 偉 
大さ を 証明 しようと して 
他者を 迫害したり 不正を 
行なったり する こと をた 
めら わない。」 

親愛なる 皆様。 うぬ ぼ 
れの 感情の、 ここで 要約 
して 説明 してきた ような 
害 や 危険性の ため、 クル 
アー ンの徳 によって 育成 
された 預言者 ムハンマド 
は、 うぬぼれが 抱かれる 
ことを 嫌われ、 ご 自身に 対し 過度な 好意が 示され 
る ことを 決して 承認され ませんで した。 友人たち 
が 集まって いる 所に いらっ しやった 場合、 あいて 
いる 場所に 座られ、 病人 や 親友、 隣人たち を 訪問 
され、 困窮者、 貧困 者、 あてに する 者の ない 人々、 
そ して 孤児には 特別に かかわり を 持たれて いまし 
た。 召使と 共に 座って 食事を とられました。 食料 
を 市場から 自ら 運ばれました。 生涯を 通し、 この 
素 晴ら しい 性質を 他の ムス リ ム たちに も 獲得 させ 
ようと 努力され た 預言者 ムハンマドは、 次の よう 
に 仰せられました。 「アツ ラーは 私に、 誰も 誰か 
に 対し うぬぼれを 抱かず、 皆が 謙虚で いなければ 
ならない と 教えられた。」 謙虚 さの 模範で あられ 
る 預言者 ム ハン マ ドの 優れた 徳 から 遠ざかる 者は、 
その お 方 自身から も 遠ざかる ことになる のです。 
道徳、 美徳に おいて 親愛なる 預言者 ムハンマドと 
近く ある 者は どれほど 幸福で ある ことで しょ うか。 
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